
北海道公衆衛生協会 第 9号課題研究報告書



次目

はじめに

I 調査の経緯概要………………………………………・……………・…・…………・……………・…………… 1
工 調査結果の概要…………………………………………………・……………………・………………………・ 2

1 性別年齢階級別構成…………………………………………………………………………………… 2
2 職員の属性……………………………………………………………………………………………… 2
3 時間外勤務の施設対応への満足度…………………………………………………………………… 2
4 仕事,職場,設置主体の方針,家庭 。私生活での満足度………………………………………… 2
5 職業性ス トレス簡易調査の項目について…………………………………………………………… 2
6 CEttDに よる「うつ症状」および燃え尽き症候群 ……・……Ⅲ……………………………………。 3

7 職業性ス トレ
｀
スについて………………………………………………………………………………・ 4

8 連携関係………………………………………………………………………………………………… 4
田 先行文献研究………………………………………………………………………………………・…………・ 7

「連携」文献データベース……………………………………………………………………………… 8
「メンタルヘルス」文献データベース………………………………………………………………… 13

「バーンアウト」文献データベース…………………………………………………………………… 15

1V 調査の信頼性・妥当性の検証……………………………………………………・………………………・ 17

付録

A 単純集計表……………………………………………………………………………………………… 25

B 調査票…………………………………・………………………………………・………………・…………。 33

C 発表論文・………………………………………………・………………………………………………・…… 41

北海道内福祉職の職業性ス トレスとその関連要因…………………………………………………… 41

-地域包括支援センター職員の実態調査一

道内社会福祉専門職の職務満足度とその関連要因・…………・……………………………・…………… 47
-地域包括支援センターの職員を対象にした調査一

共同研究者名



I 調査の経緯概要

本研究は,北海道公衆衛生協会第 9号調査研究と

して,2006～ 2008年度にかけて実施された。研究班

は,三宅浩次 (北海道公衆衛生協会)を筆頭に,志
渡晃一,大友芳恵 (以上,北海道医療大学大学院看

護福祉学研究科),佐伯和子 (北海道大学大学院保

健科学研究院),高橋由美子 (札幌医科大学保健医

療学部看護学科),塚辺繭子 (札幌市立大学看護学

部),長井巻子 (医療法人社団三草会グループホー

ムもえれのお家),亀 山育海 (北海道医療大学大学

院看護福祉学研究科博士後期課程),蒲原龍,早川

明 (以上,北海道医療大学大学院看護福祉学研究科

博士前期課程)に よって構成された。

2006と再温室

初年度においては,研究課題の設定,対象,方法

などの検討,先行研究の収集を中心とした。研究の

大目標として,「保健医療福祉の現場で業務に従事

する専門職の利益に資する研究」であることが挙げ

られ,それを基にした議論から,研究課題を「保健

医療福祉専門職の連携実態とメンタルヘルス」に着

目したものとすること,対象は全道の地域包括支援

センターに勤務する保健医療福祉専門職とすること,

方法は調査票によるアンケー トを実施し,集計・解

析を行うことが決定した。対象設定の理由として,

創設されて間がなく,過渡期的状況にあることが推

察され,それによる職員への負担などが懸念される

こと,主な業務の中に,多様な連携が含まれている

こと,新 しい介護保険法の核である「予防重視型シ

ステム」,「包括的ケアシステム」を具現化するため

の機関として,期待される役割が極めて大きいこと

などが挙げられる。設定された研究課題を基に,関
係文献の収集を開始した。また,調査項目の設定に

際し,地域包括支援センターの業務実態を把握する

ため,札幌市内の地域包括支援センターに訪問し,

連携を軸として日常の業務に関する聞き取 り調査を

実施した。聞き取 り調査によって得られた業務実態

を参考に,調査票の素案を作成した。2006年度末に

は,調査票素案を用いてプレ・テス トを実施した。

プレ・テス トの対象は,全道の介護支援専門員研修

会参加者 (131名 )で ある。なお,98名 (74.8%)

より調査票を回収し,その結果の集計 口解析をもっ

て初年度は終了した。

2007年度

2007年度は,そ れまでに継続的に収集してきた文

献についての検討を行った。文献収集に際しては,

医学中央雑誌を中心としたデータベースにおいて ,

「連携」,「バーンアウ ト (燃 え尽 き症候群)」 ,「メ

ンタルヘルス」などをキーヮー ドとして検索した。

その他にも,保健医療福祉に関する各種学術雑誌か

らも関連する文献を収集した。収集した文献につい

て,連携に関する文献からは,「連携」の捉え方 ,

調査すべき内容等に関する知見を得た。バーンアウ

ト (燃え尽き症候群),メ ンタルヘルスについては,

使用されているスケールとその結果,研究のメソド

ロジーなどについて整理した。これらの作業により

得 られた知見 を,調査票の作成 に反映 した。ま

た,2006年度に実施したプレ・テストの結果を基に,

さらに調査票の精査を行った。調査項目の取捨およ

び追加について検討すると同時に,必要に応 じ,再
度札幌市内の地域包括支援センターを訪問し,情報

を収集した。これらの作業により作成した調査票を

用い,2007年 12月 ～2008年 1月 の期間において,北
海道に登録されている地域包括支援センター232施

設 (2007年 4月 現在)に在籍している全職員 (1,128

名)を 対象 とした郵送調査 を実施 した。その結

果,732名 (64.9%)よ り返送があった。得 られた

データをMicrOsoft Excelを 用いてデータセットを

作成し,SPSS 15。 OJ for Windowsに よって集計を

行った。

2008=F月室

2008年度は,調査によって得 られたデータをまと

め,学会発表,論文執筆,報告書作成などに従事 し

た。学会発表としては,平成20年度北海道公衆衛生

学会において,「北海道内社会福祉専門職の職業性

ス トレスとその関連要因」,「福祉職の職務満足度と

その関連要因」の 2演題を発表した。また,論文と

しては,北海道公衆衛生学雑誌22巻 2号 に,「北海

道内福祉職の職業性ス トレスとその関連要因―地域

包括支援センター職員の実態調査 ―」 (原 著),「道

内社会福祉専門職の職務満足度とその関連要因一地

域包括支援センターの職員を対象にした調査―」

(報告)の 2論文を投稿 した。

謝辞

調査にあたって御協力下さった皆様に,心より謝

意を表します。また,本研究は,財団法人北海道健

康づくり財回の助成を受けて実施したことを付記し,

深 く感謝致します。
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I 調査結果の概要

1 性別年齢階級別構成

個人票の有効回容数は,732名 で,その性別年

齢階級別の人数は,表正-1に示すとおりである。

男性が22%,女性が78%と 女性が多い。年齢は22

歳から68歳であり,その平均年齢は,男性37.7歳 ,

女性41.3歳であった。

2 職員の属性 (付録A 表 1, 2参照)

職員の専門資格,地域包括支援センターでの職

極 (保健師,社会福祉士,主任介護支援専門貝),

職位,常勤・非常勤の雇用形態,時間外勤務の有

無についての回容を求めた。保有資格では,いず

れも女性が多いが,社会福祉士では,186人中男

性80人 (43%)と 比較的男性が多い。職種では保

健師が33%,社会福祉士が23%,主任介護支援専

門員が22%であった。職位では,課長補佐,課長,

センター長を管理職とすると10%で,そのうち66%

が女性である。雇用形態別では,常勤が92%,非

常勤が 8%である。

主任介護支援専門員の保有する資格は多様であ

る。看護師38%,保健師31%,介護支援専門員90%

(残 りの10%は無記入のためか資格がないのか不

明),社会福祉±14%,介護福祉±29%,精神保

健福祉±10%であった。逆に各資格保有者が介護

支援専門員資格を持っている率は,看護師の78%,

保健師の67%,社会福祉士の60%,介護福祉士の

88%,精神保健福祉士の78%,ホームヘルパーの

53%であった口なお,介護支援専門員資格保有者

の500人中141人 (28%)が主任介護支援専門員に

なっている。いずれの資格保有者も介護支援専門

員 (ケ アマネージャー)の資格を半数以上が有し

ている。

常勤者の週当たり労働時間の平均は,40。 1時間

(標準ls~差3.0時間)であった。時間外勤務の有

無では,有が69%で,時間タト勤務の週当たり時間

は,平均7.7時間 (標準偏差6。 3時間)であった。

時間外勤務時間の標準偏差が大きいが,10時間を

超えるものが,時間外勤務時間を記入した484人

中90人 (19%),20時間を超えるものが22人 (5%)
いた。労働安全街生法上で過重労働予防のため月

45時間を超えるものへの指導を厳しくしているが,

週10時間は月45時間にほぼ相当する。また,週 20

時間は月80時 間以上に相当し,過労死事件の裁判

でしばしば基準として採用されている。このよう

に一部の施設や職員に過重労働のおそれがある。

職種別の時間外勤務の有無は,保健師73%,社
会福祉±78%,主任介護支援専門員76%と ほとん

ど差はない。週10時間を超えるものの割合も保健

師20%,社会福祉±18%,主任介護支援専門員23%
と職種による差はほとんどない。

3 時間外勤務の施設対応への満足度

質問項目I-10で 時間外勤務について, 1)事
務処理,電話対応など, 2)救援体制,代休,人
員配置など, 3)手当て,のそれぞれに満足の度

合いをきいた。不満 (4肢選択で「不満」十「や

や不満」)と するものは, 1)で は56%, 2)で
は60%, 3)で は58%で あった。満足,不満に男

女差はない.年齢別では女性で年齢とともに不満

が増大する傾向が 3項 目とも統計学的には有意で

あったが,その相関係数はいずれも低かった (0。 2

以下).職種別では, 1)で主任介護支援専門員

の不満が大 きか った (70%,P<o,oool)が タ

2), 3)で は差が認められなかった。

4 仕事,職場,設置主体の方針,家庭・私生活で

の満足度

質問項目Vで, 1)仕事, 2)職場, 3)設置

主体の方針,3)家庭・私生活での満足度をきいた。

満足 (4肢選択の「満足」十「まあ満足」)と す

るものは, 1)では66%, 2)で は68%, 3)で
は51%, 4)で は82%であった。なお,性別年齢

別では, 3)での家庭・私生活で満足 とするもの

が,男85%,女 82%(4肢選択の「満足」だけに

限ると男44%,女 29%)と 男女間に統計学的に有

意の差が認められた (P<0.01).職 種間には差

が認められなかった。

5 職業性ス トレス簡易調査の項目について

質問項 目工～Vは ,職業性ス トレス簡易調査 2)

の項目を引用した。この調査票の採点方式に従っ

て被調査者の各カテゴリーのチェック数を数えた。

その判定基準以上の割合を性別,年齢階級別,職
種別に表Ⅱ-2に示 した。仕事のコントロール度

で男性,身体的ス トレスで女性がス トレスにおい

表 正-1 回答者の性別年齢階級別人数

20歳代 30歳代 40歳代 50歳以上 総 数

男 24 Ｏ
Ｏ 28 24 ９

０
で
Ｕ

女
，

′ 194 つ
０

総 数
ｎ
Ｊ 248 222 156 729

注 :年齢無記入者が 3名いる。
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表 正-2 職業性ス トレス簡易調査の項目でス トレスありとするものの割合 (%)

5.60    5,70

1.14    0。 96

0。 76    0.66

0.50    0。 50

6.59    6.39

2.09    2.59

2.09    1.81

て高いという結果になった (P<0.05)。 年齢階

級別では仕事の負担で高齢のほうが高いという結

果であった (P<0.01).職 種間では差が認めら

れなかった。

20歳代 30歳代 40歳代
50, 60

歳代

仕事の負担度

仕事のコントロール度

対人関係

仕事の適合性

心理的ス トレス反応

身体的ス トレス反応

職場内支援度

6個以上

2個以上

2個以上

2個以上

14個 以上

6個以上

5個以上

5。 25

0.84

0.86

0。 37

7.17

2.93

1.74

5.67

0。 99

0.75

0.60

6.72

2.40

1.79

5.74

1.03

0。 57

0.43

6.24

2.45

1.81

5.89

1.09

0。 62

0.51

5。 77

2.36

2.20

判定基準 保 健 師 社会福祉士
主 任 介 護

支援専門員

仕事の負担度

仕事のコントロール度

対人関係

仕事の適合性

心理的ス トレス反応

身体的ス トレス反応

職場内支援度

67.5         69.9

26.4        33.1

19.4        19.2

15。 9         9.6

10。 2      9.8

10,1     11.o

9。 1     14.9

6個以上

2個以上

2個以上

2個以上

14個以上

6個以上

5個以上

76。 1

30.1

18.6

17。 9

10.8

11.6

13口 7

6 CES― Dに よる「うつ症状」および燃え尽き症

候群

質問項目Vllは,ア メリカ国立精神保健研究所が

提案した「うつ症状」調査である。その平均値と

標準偏差は,男性13.9± 9。 2,女性14.2± 8.7であっ

た。厚生労働省による2000年の調査で,その平均

値が男性で12.95,女性で13.51であったという。

北海道産業保健推進センターで行った2007年の北

海道の労働者の平均値では,男性14.7,女性16.0

と発表されている3).集
団によって多少の差異

があること,ま た尺度のばらつきが大きい (標準

偏差が約 9点 もある)ので,他の調査結果と比較

することは困難であるが,大 きな違いはないもの

と考えられる.今回の調査では,性別に差は認め

られない。年齢階級では,20歳代が他の年代と比

CES―D平均点

情緒的消耗感

脱人格化

達成感低下

較 して高かった (P<0.05).職 種問には差が認

められなかった。

質問項目Ⅵは,Maslachに よるバーンアウト症

候群 (燃 え尽 き症候群)4,5)の 調査である。燃え

尽き症候群とは,1970年代ころからFreudenberger

らにより唱えられた精神的ス トレス反応状態で,

仕事に熱中した人が,火が激しく燃えた後のよう

に意欲を失ってしまう状態を指していう口対人サー

ビス関係の職業人で起こしやすいといわれている。

Maslachは ,多数の集団を調査研究した結果,因
子分析で 3因子 (あ るいは 5因子)を提唱してい

る。今回は「情緒的消耗感」「脱人格化」「個人的

達成感の低下」を測定する調査を項目として選ん

だ。いずれの因子についても,性別,年齢階級別,

職種別には差が認められなかった。

20歳代 30歳代 40歳代
50, 60

歳代

17.0

14.1

11.1

20.9

14.0

13.8

11.7

22.2

13.3

13.7

11.0

22.0

13.6

13.8

10.7

21.5

表エー3 CES― Dによる「うつ症状」尺度と燃え尽き症候群3因子の平均得点

13.9    14.2

13.0    14,0

11.7    11.1

21.7  21.8
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7 職業性ストレスについて

人間の行う活動としての労働とは何か.A.ハ
レント6)に よれば人間の活動力を三つの基本に

分けている。一つは生命維持活動そのものの労働

laborで ある。二つに人工的な世界を作 り出す仕

事 workがあり,そ して人と人との直接かかわり

あう活動 actiOnがあるという。労働は古代ギリ

シャ時代には奴隷の行為であったという。人間の

自由は,その労働から活動へと発展しなければな

らない。社会福祉の活動は,労働であって良いは

ずがない。働く人びとが苦しみ悩むという職業は,

本来人間の活動ではないのではないだろうか。

職業性のストレスという本来あってはならない

課題に少しでも解決の方策があればという思いは,

多くの研究者たちに多様な研究成果をもたらした。

そのうち,NIOSHのモデル,カ ラセクのモデル

が有名であるが,こ こではそれらを参考にして
,

図のような概念図を提示する。

職業性ス トレス概念図

8 連携関係 (付録A 表 2, 3参照)

質問項目Wlllで は,問 1で「他の機関との連携頻

度」,間 2で「他の機関の職種 との連携頻度」,間

3で「他の機関との連携の状況 (良好さ)」 ,間 4

で「他の機関の職種 との連携の状況 (良好さ)」

をきいた。連携の頻度と状況の好ましさの間には

強い相関関係が見られる。ただし,医療関係との

連携には頻度と好ましさの間に食い違いが見られ

る。コラム欄 A(他機関,他職種 との連携 と良

好さの関係)を参照されたい。

問 5での連携の手段では,電話が最も多いが,

直接会っての連携も次に多 く, 日常的に行われて

いる。職種による差は認められない。

問 6と 問 7では,連携がもっと必要と思ってい

る機関,職種をきいている。機関では病院・診療

所,職種では医師が最も多 く必要と答えている,

思っているということは,前述の頻度と状況の良

好さとのすれ違いに見られるように現実的にはま

だ工夫が必要ということであろう。

問 8で は,連携の実践上で感じているス トレス

の理由を尋ねているが,医師に対してはいずれの

職種も上下関係を挙げている。医療と社会福祉の

連携の重要性は,いずれの職にあっても最重要の

課題であることには異論はない.医療側の多忙さ

は,理解されてはいても両者の接近には時間をか

けても努力が必要である。これからの方策に法律

や制度の改正や運用の適正化が進められなければ

ならないことはもとより,関連機関や職種での現

場からの一層の創意工夫が求められていることも

重要な点であろう。もっとも,急速に整備しなけ

ればならなったために生じた社会福祉の法律上の

朝令暮改が現場に混乱を起こしていることも否め

ない。

上下関係の次に情報交換の不足が挙げられてい

る。自己の職業については当然理解していること

であっても,他の職種からは十分な理解を得 られ

ていない。この点についてはコラム欄B(職種間

の感情)を参照されたい。
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コラム A:他 機関,他職種との連携の頻度と良

好さの関係

質問ullの 間 1で「あなたは普段,以下に挙げる

それぞれの機関と, どの程度連携の実践をしてい

ますか」ときいています。問 2では問 1の機関を

他の機関の職種の人との連携ではどうかと,その

頻度をきいています。回答は「 1.ほぼ毎日, 2.

週 2～ 3回, 3.月 2～ 3回 , 4.年に数回, 5.

連携 していない」のどれかを選んでもらっていま

す。連携していないを0点 ,年 2～ 3回を 1″点,

月 2～ 3回 を 2点 ,週 2～ 3回 を 3点,ほぼ毎日

を4点 として平均値を出してみました。o。 6か ら3.1

くらいですから,年に何回か,あ るいは週数回ま

でと大きな違いがあります。状況というのは,質
問Ⅷの間 3と 4で他の機関や職種の人との連携の

状況はどうかときいて,回答で「1.良好でな

い, 2.あ まり良好でない, 3.やや良好であ

る, 4.良好である」の4段階のどれかを選んで

もらっています。回答の番号をそのまま点数にし

て採点し,平均値を出してみました。「良好」と

「良好でない」の境目が2.5点 になりますから,

医師だけを除いて,すべてが良好のほうに入りま

す。

この連携の頻度と連携の良好さとを各機関,各
職種別に並べてみますと,全体では頻度が多いと

状況も良好という関連が見られます。相関係数で

いうと,0.80と 高い値になります。つまり,連携

の良好さは,頻度の多さで64%(相関係数の二乗)

説明できることになります。お互い出入 りして顔

を合わせることが,良好な連携関係を作るのに大

いに役立つということです。

ただし,機関や職種別に細かく見ると,図のよ

うに連携状態の特色が浮かび上がってきます。機

関別では,保健所は頻度が低く,良好さも低い.

逆に市町村とはうまくいっているようです。医療

機関である病院や診療所とは月数回の頻度で連携

しているのですが,状況は「良好」と「良好でな

い」の境目をようやく越えている程度です。これ

は職種でも医師や看護師が連携頻度の割に連携状

況の良好さが低いという点で行合しています。今

後の課題として工夫が必要でしょう。

360

340

320

300

1S携 良好 さ 280

260

240

220

200

他の機関      
頻度 状況

病院・診療所          1.88 2.72
保健所             o。 91 2.67

市町村            3.10 3.36
社会福祉協議会         2.17 3.23
老人保健施設・老人福祉施設   2.07 3.24
介護予防センター        1.47 2.95
在宅福祉サービス提供機関    2.76 3.31
訪間看護ステーション      1.74 3.23
他の地域包括センター      1.36 3.19
その他機関           1.Oo 2.91

他の職種      
頻度 状況

医師

病院・診療所の看護師

保健師

介護支援専門員

ホームヘルパー

訪間看護師

社会福祉士

介護福祉士

精神保健福祉士

作業療法士

理学療法士

栄養士

その他職種

1.22  2.47

1.51  2.77

2.42  3.17

3.04  3.40

2.73  3.38

1.78  3.20

1.93  3.15

1.86  3.15

0。 62  2.63

1.11  2.90

1.25  2.99

1.13  2.94

0。 74  2.80
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1 00    150   200

連携頻度
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コラム B: 職種間のストレス感情

地域包括支援センターは,地域の保健・医療・

福祉の資源を最大限に活用し,関係機関やその機

関の職員と密接な連携によって業務の円滑な遂行

が期待されています。しかし,現在の段階ではセ

ンターの存在やその機能について十分周知されて

いるとは限りません.

「あなたが普段,他の機関との連携を実践して

いく際,ス トレスを感じている場合は,それはど

のようにどのような理由によるものですか。以下

に挙げる職種それぞれについて,あてはまる数字

を○で囲んでください。 (複数回容可)」 という質

問に答えてもらいました。ストレスの理由に「上

下関係を感じる」という項目に○をつけた人数で

は,医師というのが最も多かったのです。全員の

53.%がそう答えています。職種別では,保健師

が49%,社会福祉士が59%,主任介護支援専門員

が62%,「医師に上下関係を感じている」と答え

ています。医師に対しては,その他に「情報交換

が不十分」47%,「時間が合わない」35%,「態度・

言動の問題」28%,「 自分の専門性がわかっても

らえない」27%な ど,種々ストレスの理由がある

ようです。

「自分の専門性がわかってもらえない」という

ストレス理由は,「相手の専門性がわからない」

と対になっているのですが,医師に対しては「相

手の専門性」についてはわかっていて,自分のほ

うがわかってもらえないという,情報の非対称性

があります。一種の片思いです。全員では医師に

対して「相手の専門性はわかっている」がストレ

スになることは3%と 低いのですが,「 自分の専

門性をわかってもらえない」が27%と高いのです。

図の下にあるように, どの職種別でみても同様に

食い違っています。

回答者側の保健師が他の機関の社会福祉士に対

し,「 自分の専門性がわかってもらえない」が2%
なのに「相手の専門性がわからない」が 9%と 答

えています。ところが回答者狽Jの社会福祉士は他

の機関の保健師に対し,「 自分の専門性がわかっ

てもらえない」が10%なのに「相手の専門性がわ

からない」が7%と ,保健師と社会福祉士との感

じ方が逆転しているのです。保健師の専門性はわ

かりやすいけれど,社会福祉士の専門性がわかり

にくいということなのでしょう。

ストレスの理由で次に多いのは,「情報交換が

不十分」ですが,前述のとお り医師に対 しては

47%,病 院・診療所の看護師では44%です。その

他の職に対しては16～24%が「情報交換が不十分」

と答えています。どのような連携関係でもコミュ

ニケーションの量と質が重要です。医療狽Jと のコ

ミュニケーシヨンの取 り方にもっと工夫が必要だ

と思います。

自分の専門性がわかつてもらえない (上段 )

相手の専門性がわか らない (下段 )

450

400

350

300

人数
を88

150

100

50
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田 先行文献研究

平成19年度は,調査票の作成に向けて,「連携」

「バーンアウ ト」「メンタルヘルス」の 3つのテー

マに関する文献を収集し検討した。

1 目的

保健医療福祉職における連携の概念を明らかに

するため,和文の先行研究を整理し調査票の設計

にいかす。また,保健医療福祉職のバーンアウト

やメンタルヘルスの測定用具を検討するため,関

連する論文を収集する。

2 方法

文献の抽出方法では,オ ンラインデータベース

医学中央雑誌 Web ver。 4か ら,『連携』『他機関

医療協カシステム』『多職種連携』をキーワー ド

に検索した。定義など連携に関する概念を幅広 く

検索するため,研究論文のみではなく,記事,解
説,抄録も含めた。分析方法では, レビューッー

ルを用いてJ又集した文献を「年代順」,「研究デザ

イン」,「標本 (対象)」 ,「調査内容」,「職種」「連

携の概念や尺度」,「結果」を表皿-1に まとめ検

討を行った。

バーンアウト, メンタルヘルスについては,医
学中央雑誌 Web ver.4か ら,『バーンアウ ト』,

『メンタルヘルス』などをキーワードに検索した。

また保健医療福祉に関する各種学術雑誌からも,

関連する文献を抽出した.(表 Ⅲ-2,表 Ⅲ-3)

分析においては,各文献において使用されている

スケール・尺度および分析の視点について検討を

行った。

3 結果

3.1 「連携」について

連携に関して検討した論文では46件あり,そ
のうち調査研究は22件 ,質的研究は12件 ,総説

2件,その他は10件で解説と記事であった。調

査対象の職種では,保健師,訪問看護師等を対

象としているものが多 く,福祉職では多い順に

ホームヘルパー,次いで介護保険法施行後では

ケアマネージャーと続いた.職種関連携では看

護職 (訪問看護師,施設内看護師)と ホームヘ

ルパーの 2職種間を取り上げたものが多かった。

一度に多職極関連携を調査 した論文は 4件だっ

た。調査の内容では,連携方法,連携実態,運
携の認識,連携における役割,連携上の課題に

集約された。

連携の定義をしている論文は,14件で,定義

されている内容を分類すると,連携の目的やあ

り方を定義しているものと,連携の方法を定義

しているものに分かれた。連携に加え,「連携・

協働」と表記し「協働」を同義として使用して

いるものもみられた。一方で,文献の半数以上

が連携の定義を明確にしないまま,連携概念を

調査対象者の主観に依存し調査 していた。質的

研究の結果では,連携上の必要条件や職種にみ

られる連携の特徴,連携の具体的内容,連携の

形態が明らかにされていた。連携を測定するツー

ルでは,先行研究や連携の定義から目的や方法

を下位尺度化して質問項目としたものが多 く,

連携を評価する尺度を示したものは,保健師を

対象に検証 した「連携活動能力尺度」 (論文番

号 No22)の 1件のみだった。以上のことより,

連携の概念は「共通の目標に向かって情報を共

有し,互いに協力をすること」が定義から読み

とれた共通項で, 目的・目標の共有,情報の共

有,協力・協働する関係というのが連携概念の

要素としてあがった。

3口 2 バーンアウ ト・メンタルヘルスについて

抽出した文献では,Maslach Burnout lnven‐

tory,Pineぎ BurnOut lndex,身 体的 口心理的

ス トレス反応,General Health Questionnaire

などを用いているものが多かった。また,上述

の尺度と関連する要因として,性格傾向,ソ ー

シャル・サポー ト,仕事の裁量度,コ ーピング

などを分析に用いていた。分析の視点としては,

バーンアウトやメンタルヘルスを説明する際に

は,多面的な検討が必要であるとしている点が

共通していた。
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Ⅳ 調査の信頼性・妥当性の検証

1 調査票の作成

本調査では,2006年 に調査研究グループを編成

し,研究課題を決めて先行研究の文献や資料の収

集を行った。グループのメンバーは,各大学 (北

海道大学,札幌医科大学,北海道医療大学,札幌

市立大学)で保健夕社会福祉の科目を担当してい

る専門家および研究活動を行っている研究者であ

る。調査研究班は,数回にわたり討議を重ね,調
査方法と質問文の検討を行い,調査票の原案を2006

年に作成 し,予備調査 を経て2007年 に調査用紙

(付録に掲載)を完成した。

2 調査対象と調査票の配布・回収

2.1 プライバシーヘの配慮と回収率

調査票は無記名で,プライバシーに十分配慮

し,最初のベージに調査票の返答をもって調査

研究の同意とさせてもらうことを記載した。個

人調査票は,各センターを通して配布 し,個人

別に封筒に入れて封をしてから各センターでま

とめて回収する方式で行った。

調査対象は北海道内の地域包括支援センター

232施設の全職員1,128名 で,732名 か ら有効回

容を得た。回収率は64.9%である。

2.2 封筒有無の相違

調査票回収にあたって,調査側と施設側での

行き違いで,個人票を一人ひとり封筒に入れて

から回収する予定が,一部の施設から個人票が

まとめて送られてきた。その両群に差があると

調査結果への影響が危惧される。そのため両群

の比較を行った。個人封筒あ り群は622票,な

し群は110票 であった。この二つの群について

各質問に相違がないか比較した。両群とも性別,

年齢,職務に統計学的な有意差は認められなかっ

た。ただし,以下の項 目で統計学的な有意差

(有意水準 5%)が見られた。 I-11(時間外

勤務の内容記載)で封筒あり群が32.6%,な し

群が34.4%と ,あ り群が少ない (P=0。 015).

正-12(私の部署内で意見の食い違いがある)

で,「 ちがう」との回答が,あ り群が16。 2%,

な し群 が29.0%と ,あ り群 が 少 な Vヽ (P=

0.001)。 ただし,選択肢を二分して「そうだ」

「まあそうだ」の肯定する群と「ややちがう」

「ちがう」の否定する群に分けると差は認めら

れない。皿-16(気分が晴れない)で「ほとん

どなかった」が,あ り群で34.3%,な し群で

50,0%と ,あ り群が少ない(P=0.002)。 ただ

し,こ れも4選択肢を二分すると有意差は認め

られない。

その他の項目には,いずれも有意差が認めら

れなかった.多数の項目間で群間比較を行うと

多重比較問題が発生する。本来,有意水準 5%
で検定するということは,100項 目の比較で 5

か所くらいの有意差が認められても,それを許

容するという意味である。今回の例のように多

数の比較の間では,数項目の有意差が認められ

ても,両群に差があるとは断定できない。した

がって,今回の集計では両群に相違が認められ

ないと判断し両群を統合して集計・解析 した。

3 質問文からの新変数作成

3.1 23個 の新変数

本調査の質問項目には,職業性ス トレス筒易

調査票のほぼ全項目が含まれている。そのサブ

カテゴリーを採点して,19変数の尺度を作成し

た (表 Ⅳ-1),さ らに Maslachに よる燃え尽

き症候群から3因子のサブカテゴリー,さ らに

CES―Dの採点を加え,23変数の尺度を作成 し

た。

表Ⅳ-1 尺度の作成

1.職業性ス トレス筒易調査票

①ストレス要因 (調査票の工 1～ 正-17)

下位尺度名 集計方法

心理的な仕事の量的負担 Il-1+I12+Il-3
心理的な仕事の質的負担 ll-4+Il-5+Il-6

身体 的賃担 Il-7

対 人関 4 Il-12+Il-13+(5-Il-14)
職場環場 Il-15

仕事のコントロール I18+Il-9+Il-10
技能の活用 Il-11

仕事の適正 Il-16

働 きがい 工17

※各項目の得点は、「そうだ」=1点 ,「 まあそうだ」
=2点 ,「ややちがう」=3点 ,「ちがう」=4点

※各項目の得点は,「ほとんどなかった」=1点 ,「 と
きどきあった」=2点 ,「 しばしばあった」=3点

,

「ほとんどいつもあった」=4点

②ストレス反応 (調査票のⅢ-1～ 皿-29)

下位尺度名 集計方法

活気 田-1+ll1 2+Il1 3

イライラ感 回-4+lll-5+lll-6

疲 労 田-7+lll-8+lll-9

不安サ lll-10+lll-11+Ill-12

柳 う つ 感 lll-13-lll-18の合言

身体愁訴 Ⅲ-19～ Ⅲ-29の合言

一- 17 -―



③修飾要因 (調査票のⅣ-11～Ⅳ 33,V-1,V2)
下位尺度名 集計方法

上司か らのサポー ト IV l-1+IV 2 1+IV 3 1

同僚からのサポー ト IV 1 2+Ⅳ 22+hr 3 2
家族・友人からのサポー ト Ⅳ-1-3+Ⅳ 23+IV 3-3

仕事や生活の満足度 Vl+V2

※Ⅳ-1-1～ Ⅳ 33の各項目の得″点は,「非常に」 =1″点,

「かな り」 =2点 ,「多少」 =3点 ,「全 くない」 =
4点

※Vl,V2の 各項 目の得点 は,「満足」 =1点 ,「 ま
あ満足」 =2点 ,「やや不満足」 =3点 ,「不満足」
=4点

※Ⅳ ll～ Ⅳ 33の 項 目名は,上か らⅣ ll(上司 と
気軽に話がで きる)～ IV 3 3(配偶者,家族,友 人
等 と個人的な相談ができる)と なっている

2,バーンアウト尺度について(調査票のⅥ-1～ Ⅵ 17)

下位尺度名 集計方法

情緒的消耗感 Ⅵ l十 WI1 7+Ⅵ 8+h4112+V116

脱人格化 V13+V15+V16+V110+VI-11+Ⅵ 14

個人的達成感の低下 36-(V12+Vlセ 十V19+W113+V115+V117)

※各項目の得点は,「いつもあるJ=5点 ,「 しばしば
ある」=4点 ,「時々ある」=3点 ,「 まれにある」
=2点 ,「ない」=1点

各尺度について,その構成 ,平均値,分布 を

示す指標を表IV-2に示した。いずれの指標に

おいてもどの尺度も異常な偏りを示していない

と判断した。また,相関係数は,大 きなはずれ

値があると不安定になるが,そのような大きな

はずれ値は見られなかった。

表V-2 各尺度の信頼性および分布のパラメータ

3口 2 各尺度の信頼性

上記尺度のうち, 3つ以上の質問から合成さ

れた尺度については,内的整合性を表す信頼性

としてクロンバックのα係数を計算した (表

Ⅳ-1)。 各尺度はいずれも高い数値を示し,

解析に際して統計学的な問題はないと判断した。

ただし,ク ロンバックの信頼性は質問の同質性

を校証しているのに過ぎないので,注意する必

要がある。例えば,「抑うつ感」6間 で構成され

た尺度のα係数が0.89で,同様のうつ尺度の

CES Dのそれが項目数が多いのにかかわらず

0。 79と 低くなっているが,「抑うつ感」の質問

文がたがいに相似した文章からなるのに比べ
,

CES―Dでは後述するように4つの因子から構

成される多次元の内容になっているためであろ

う。

3.3 質問の重複について

別の尺度内で,ま ったく同じ質問文や相似し

た文章が存在している。それらの質問はそれぞ

れ本来の調査法の質問に含まれているもので,

原文そのままで質問順も変えていない。質問文

が同じ,あ るいはきわめて相似している例とし

て,職業性ストレス筒易調査の第18間 (本調査

ではⅢ-18)と CES―Dの第18問 (本調査では

Wll-18)は , ともに「悲しいと感じる」で同じ

文章になっている。ただし,選択肢は4肢であ

るが,職業性ストレス筒易調査では「1 ほと

んどなかった」「2 ときどきあった」「3 し

ばしばあった」「4 ほとんどいつもあった」

であり,CES Dでは「1 ほとんどなかった

(な し)」 「2 少しはあった (週 1～ 2日 )」

「3 時々あった (週 3～ 4日 )」 「4 たいて

いそうだった (週 5日 以上)」 というように微

妙に表現が違っている。この二つの質問につい

てクロス表を作成した。 1名 だけが職業性スト

レス調査表で4,CES―Dで 1と 答える矛盾が

見られた。選択肢の段階でいうと,こ の例は 3

段階のずれであるが, 2段階以上のずれがあっ

たのは,526名 中18名 (3.4%)であった.その

他,相似の質問としてⅢ-13「ゆうつだ」とlll

-6「憂うつ (気分がしずんでいる)だ」で 2

段階以上のずれは5。 9%,Ⅲ -14「何をするの

も面倒だ」とh41-7「何をするのもめんどうだ」

で 2段階以上のずれは4.4%で ,Ⅲ -27「食欲

がない」とlll-2「食べたくない,食欲が落ち

た」で 2段階以上のずれは2.1%,回 -29「 よ

く眠れない」とIIl-11「 なかなか眠れない」で

最
　
大
　
値

中
　
央
　
値

最
　
小
　
値

標

準

偏

差

平

均
　
値

度

　

　

数

信
頼
性

（
こ

選

択

肢

数

質
問
項
目
数

尺 度

量的負担小

質的負担小

身体的負担小

3     4  0 74   531   4 9  1 66

3     4  0 74   529   5 0  1 50

1     4         535   2 7  0 80

3     5    10

3     5    12

1      3      4

対人関係 (内 外)良好

職場環境良好

仕事のコン トロール低い

技能の活用

仕事の適正ない

働きがいない

530   9 0  1 79

533   2 7  0 97

532   6 8  1 70

532   3 2  0 71

530   2 2  0 71

533   2 0  0 73

3  4

1  4

3  4

1  4

1  4

1  4

0 67

12

4

12

4

4

4

活気あ り

イライラ感

疲労感

不安感

抑 うつ感

身体愁訴

3    4 0.91

3     4  0 87

3     4  0 88

3     4  0 78

6     4  0 89

11     4  0 84

526   6 3  2.23

527   6 5  2 24

530   7 2  2 55

530   6 4  2 30

526  10 4  3 91

523  19 6  5 94

3  6

3  6

3  7

3  6

6    10

11    18

12

12

12

12

24

44

上司からのサポー ト不良   3  4 083

同僚からのサポー ト不良   3  4 090

家族 友人からのサポート不良   3   4 083

仕事 職場の満足感不満   2  4

526   6 6  2 20

527   5 9  1 92

519   5.1  1 99

531   4 5  1 48

3  6

3  6

3  5

2  4

12

11

12

8

情緒的消耗感 (燃 え尽 き)  5  5 079 529 139 463

脱人格化 (除 え尽 き)    6  5 082 529 112 427

個人的達成感の低下 (燃え尽き)  6   5 078  529 217 425

5    14    25

6    10    30

9    22    30

CES― D合計点 20     4  0 79   510  14 0  8 95     0    12    50

注 :信頼性 は,質問項 目数が 3以上の ものについて表示 した
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2段階以上のずれは3.2%であった。このよう

に,重複 した質問文で調査研究の精度の検討

(こ の場合は妥当でない回答をするものを発見

すること)に利用することは可能である。 3段

階以上の乖離が見られたものについて個人のデー

タを見直したが,その質問だけが矛盾していて,

他の質問には異常な回答が見られなかった。た

ぶん,その質問にだけ勘違いをして印をつけた

ものと推測される。それで集計はそのままにし

て扱っている。

4 調査結果からの妥当性の検証

4日 1 燃え尽き症候群の因子分析

Ⅵの間 1の 17問 は,Maslachの Burnout syn―

drome尺度である。 3因子から構成 されてい

るので,そ の下位尺度別に採点した。その妥当

性を検証するため,17間の因子分析を行った。

表IV-3の とおり3因子で矛盾なく説明できた。

表Ⅳ-3 燃え尽き症候群の因子分析 因子負荷量

脱人格化  達成感  情緒的消耗感

燃え尽き症候群の構成内容としては矛盾がない。

4口 2 CES―Dの因子分析

「うつ症状」に関する調査表として,NIMH
(ア メリカの国立精神保健研究所)の Radllo宜

ら3)が疫学的研究を目的として開発したCES

Dを使用した。この20問の因子分析結果を表IV

-4に示す。Radlo釘 は4因子を抽出している。

表V-4 うつ尺度(CEttD)の 因子分析 因子負荷量

抑うつ 人間関係 情緒的 積極性

Qヽ1-1  0741   0.183  0105 -0176

Q ll-2  0463   0.082  0,388 -0023

Qヽ13 0675  0147 0.346 0134

QⅦ 4 0 035  0 121 0.011 0.501

Qヽ1-5  0714   0141  0.088 -0047

Q ll1 6 0,720  0.199 0270 0262

Q珊 7 0721  0220 0060 0233

Qヽ18 0128  0052 -()02ぶ  0669

Q ll1 9 0 361  0 320 0 222 0.139

Q ll1 10 0 373  0 362 0.333 0099

Q ll1 13 0.540  0251 0295 0152

QⅦ -11 0221  0502 0.422 0123

Qヽ115 0260  0756 0.]96 0032

Q ll1 16 0、 362  0053 0095 0469

QW 17 0.181  0254 0650 0056

Qヽ118 0308  0307 0678 0]24

Q ll1 19 0 200  0 711 0 192 0.126

Q l1 20 0 567  03]3 0285 0107

QⅦ -11 0.450   0163  0.294 -0025 ‖民れな↓ヽ

Q A41 12 0 155  0.007 0.114 0。 範0 生活不満ない

わずらわしい

食欲ない

励ましで気分晴れない

能力ある

集中できない

憂うつだ

めんどうだ

積極的に考える

過去のことくよくよ

恐ろしい気持ち

口数少ない

一人ぽっちさみしい

皆がよそよそしい

毎日楽しい

急に泣き出す

悲しい

皆が嫌っている

仕事手につかない

QⅥ l

Q V1 2

QⅥ 3

Q V1 5

Q V1 6

Q V1 7

Q V1 8

0 117       0 469

0 488      -0.039

0.323 仕事に熱中

α.402 気配り面倒

0.196 同僚の顔いや

0.256 仕事つまらない

0,394 やっと終わった

0・ 497 出勤いや

0236 今日は気持ち良い

0244 同僚話したくない

0.182 仕事どうでもよい

0.690ゆ とりない

0004 心から喜びあり

0.131 仕事意味ない

0.100 仕事楽しい

01752 疲れ呆てた

0.003 うまくやり終えた

Qヽ14   0191   0590    0001 仕事合っている

0.677      -0 074

0 694      -0 176

0 288       0 040

0 472      -0 05]

QヽT9   0097   0713

Qヽ110   0704   0010

Qヽ111   0567   0077

Qヽ112   0215   0067

Qヽ113   0219   0723

Qヽ114   0589   0175

Qヽ115   0126   0665

Qヽ116   0286   0035

Qヽ1-17   0042   0.571

注 :因 子抽出法 :主 因子法,回 転法 i Kaiserの正規化を伴わないバリ
マックス法着色は039以上

なお,Maslach l)が 1981年 に発表 した原案で

は,25項 目からなり,それを使って増子 ら2)

が日本版を作成して介護職員104名 を含む対人

職種616名 を対象 とした研究が行われている。

このとき,Maslachは 4因子,増子らは 5因子

を抽出しているが,情緒的消耗感,脱人格化 ,

個人的達成感 (成功体験)の三つは同じであり,

寄与率% 21.5   105  9.7  7.1

注 :因 子抽出法 i主因子法 回転法 :Kaiserの 正規化を伴わないバリ
マックス法着色は絶対値0.29以 上

すなわち,「抑うつ」「積極性」「身体的」「人間

関係」であった。その「身体的」が今回の分析

では「情緒的」と解釈され多少のずれが見られ

るが,一つは因子分析の方法に些少の相違があっ

たかもしれないこと,ま た英語からの翻訳の間

題,対象集団や研究時期 (1970年代と現在)の

相違が関係しているものと考えられる。

4日 3 23変数の因子分析

23変数について因子分析を行った。その結果,

「抑うつ」「士気低下」「人間関係」「仕事低負

担」「虚無Jの 5因子が抽出された (表Ⅳ-5)。

燃え尽き症候群の 3因子は,こ の23変数の中で

は,「情緒的消耗」と「脱人格化」は「抑うつ」

の因子に,「個人的達成感の低下」は「士気低

下」の因子に包含された。
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表Ⅳ-5 23変数の因子分析 因子負荷量 が相関行列から一種のクラスター分析法を考案

している.こ れは相関行列の各列から絶対値が

最大の相関係数を起点としてクラスターを形成

する方法である。三宅は,こ れに第 2最大相関

係数を加える方法で各変数の関連を図化する方

法を考案した (下記補足に細かい記載をしてい

る)。 その図が図IV-1で ある。右下側に抑うつ

を主とした変数が,左側に仕事・職場関連の変

数が,下側に人間関係の変数が,右上側に仕事

負担関連の変数が,たがいに絡み合っている。

前述の因子分析の結果と相同である。第 5因子

の「虚無」は,寄与率も小さいが,図では左下

側の変数で示されていると見ることもできる。

相関係数

ロロ‐ロロロ 06以 上

- 05～

06未満

- 04～

05未満

- 03～

04未 満

- 03未

満

図Ⅳ-1 23変数の関連図

因子

抑うつ
仕事
低負担 虚 無

間
係

人
関

気
下

士
低

量的負担小

質的負担小

身体的負担小

-0 255  -0 023  -0.012   0,657   0.211

-0.220   0 014  -0.021   0.672   0 050

-0 112   0.047  -0 041   0.462  -0.170

対人関係良好

職場環境良好

技能の活用

仕事の適正ない

働きがいない

-0.248  -0 131  ・ 01563  -0 004   0,27タ

ー0.199  -0.216  -0.208  -0 011  -0 235

仕事のコントロール低い  0.242 0.426 0,舞 1 0132 0.038

0.014 0204 0.257 0.064打 12o9

01891住 SOこ

' o o50 0 007 0 2470 074   0,728   0 149  -0.020   0 363

活気あり

イライラ感

疲労感

不安感

抑うつ感

身体愁訴

-0 234  -0.546  -0 209  -0.004   0 1]1

0 509   0 137   0 358  -0 117   0 161

0 708   0 157   0 017  -0 312  -()019

0 718   0 1]5   0.121  -0 264  -0.042

0 854   0 191   0 206  -0 01]   0 044

0,641   0 038   0 107  -0 171   0 013

上司からのサポー ト不良  0115 0.162 0.662 -0.071 0.068

同僚からのサポート不良  0126 0.107 0.753 0002 0.081

家族 友人からのサポート不良  0138  0.111  0,352 -0.028 -0080

仕事や生活の満足度不満  0.315 0602 0.485 0139 0.116

情緒的消耗感 (燃え尽き) 0.706 0253 0087 0,318 0.082

脱人格化 (撚 え尽き)  0616 0.247 0311 0.115 0352

個人的達成感の低下 (燃 え尽き) 0076  0.728  0.122  0,121 -0097

CEttD合計″点 0.755   0 197   0.280  -0.034   0 012

寄与率 (%) 19。 1    12.2    10.2     6.5     3 0

注 i因 子抽出法 i主因子法,回 転法 :Katserの 正規化を伴わないバリ
マックス法,因 子負荷量0.26以 上に着色

4B4 23変 数の相関行列からの関連図

23変数間の相関係数を表IV-6に示す。これ

らの変数間の関連を図示するためにMaQuitty

表Ⅳ-6 23変数間の相関係数

走吹感低 ド

(体 え尽き)

身 体 的

負 担 大

仕事・職場へ

の不満

イライラ感
L司 サボ

ー ト不 良
家族 友人サ

ポー ト不良

司僚 サ ポ

ー ト不 良

度能活 用 され な↓ヽ

1畳替誉 +畳昔宮 そ体
的負 仕事の]

対人間算 機場環境 ントロー 蔽
辞

曲 醐 的 肺
『

伴
離 骨 千 欝

緊
珊

脚
響

盟

2

3

4

5

6

7

8

9

心理的な仕事の量的負担 R
心理的な仕事の質的負担_R
身体的負担_R
対人関係

職場環境

仕事のコン トロール_R
技能の活用

仕事の適正_R

ns    ns -0]68 -0127

ns       ns  -0 129       ns

0281 023ば ,tutts

0281     -0180  0207
-0 236  -0 180           -0 22J

0 278   0 207   -0 221

-0 211   -0 231    0 383  -0 151

体

は

応

２８７

２７２

３９６

郷

幽

↓

・０

は

■

Ｌ

！岬
！蜘
　
　
口
閑
帖
幡
ぃ

曲

曲ヽ
ぃ
ぉ
脚
ぃ
、

卿
剛
ｎｓ
は
剛
ｗ
ｎｓ

0 354 0 267  0 263   ns   ns   ns 0 180  0 100 -0 153   ns 0 215
-0 356   -0 230   -0 238       ns       ns      ns  -0 138  -0 338  -0 21l       ns  -0 203

-0 205       ns  -0 16S       ns       ns       ns       ns  -0 223  -0 201       ns  -0 150

0如 5 0374 0208 04机 i i tl rl11 0い 8 0116 0269 0164 0202 0375
0155 0276 -0 167  0 221  0 20S   ns  0 331  0 231  0 287 -0198 026S

0 291    0 360   0 250    0 312    0 300   0 193    0 493    0 338   0 350   0 333    0 330

ns       ns       ns  -0 209  -0 182       ns  -0 212       ns  -0 187  -0 194  -0 137

0218 0327  0130  0189  0173  0113 0546  0351  0396‐  い駒4 0299
0252 0402  04S9  0209

ns   ns   ns 0 231  0 204 -0307  0141 0340 0400
-0 169  -0 203       ns  -0 132  -0 221    0 329   -0 138   0 260   0 2SS  -0 207

0232 0303 0171 0228 0250 0167 0490 0367 0324■ .5遇 -0387

0508  0549  0348 0326  0343  0232  0166  0456 0531  0146 0475
0398 0323 0加 1 0 243 0 21S O抑   ns 0 215 0 1S+ 0285 0466   はな掬 0528103鶏  01S, 0口 1 0配0 0378 0,朗2 0451 0121 0533
0 354 0 356 0 205 0 215 0 155 0 291   ns 0 218 0 117 0 232 0 508 0 633    1‐ 机抑1 0486 0184 0193 0191 0387 0393 0508 0135 0607
-0 267 0 230  ns 03,4 0 276 0 360  ns 0 327 0 263 0 303 t押  062S.は 791  -↓,酌3 0282 0278 0蛸 9 0い7 0644 0m 0234 0,760

15 身体愁訴           0269 023S 0168 0208 0167 0250  ns 0130 0139 0W1 0318 1は 輸  0186 0593    0189 0亜0 0崎0 0314 0引 5 0 443  ns 0 545
16 上司からのサポー ト_R      ns  ns  ns 0 431 0 221 0 312 -0209 8硝 9 0256 0228 0326 0169 0181 02S2 0硝 9    0、 調9 0218 0503 02例  0328 0166 0283
17 同僚か らのサポー ト_R ns  is  ロギ可15■  0208 0300 0鴻 2 0r3 0244 0250 0313 0,1 0い 3 0278 0巧 0,こ51n  !位 郷 0156 0204 0382 0崎 3 0336
18 家族 友人か らのサポー ト_R   ns  ns  ns 0 168  ns 0 193  口s 0113  ns 0 167 0 232 0 120 0 194 0 189 0 150 0 248 02'S    0308  ns 0 206 0 133 0 251
19 仕事 職場への満足度_R    O述 0 -0 13S  ns 04(6 ■掛1 0.埋  0242 は研  8帥 対 490 0466 0378 0387 019, 0飢 1 住皿  0451 は翻     0178 05ヽ 3 0461 0

力` い |!「] い311 -り !、 3 1ヽ ||

10 活気

11 イライラ感

12 疲労感

13 不安感

14 抑 うつ感

20 情緒的消

21 脱人格化

Hli400 0 338 0 223 0 269 0 231 0 998   ns 0 351 0 252 0 36' 0 456 01512 0 593 0 611 0 515 0 221 0 204   ns 0 478 nt開  0171  0633
0153 0211 020]対 碑 ・は勢7 0350 0187 0396 0+02 0924 幻、531 0451 0508 0661 0J43 0328 0382 020, 0ャ 覇3 06硝      0209 0備 7

22 個人的Tf成 感の低下       ns  tts  ns 0 202 01,8 0333 0194 0504 0489的 51AR o l16 0 121 0 135 0 234  ns 0 166 0 153 0 133 0 164 0 171 0 209    0 255
23 CES― D                  0215 0203  0150 0375 026S  0330 0137  0299 0                                3  0336  0254 0166  0693 0637  0255

注 :1 変数に_R記号がついているのは、質問文と選択肢が逆向きであることを示す 図Ⅳ lと 表tFlゃ 符号が異なるので注意されたい
2 nsは ,変 数間に相関が認められないことを示す
3 着色は,各列の最大および第 2最大相関係数 (絶対値)であることを示す
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補足) 方法論についての補足

準マッキッティー法による関連図

多 くの項目からなる測定値が観測された場合,そ
の相互の関連を検討する方法として多変量解析が汎

用されている。その起源を探ると,19世紀末に 2つ

の変量 (測 走値)の関係を示す回帰直線を提唱した

生物学者ゴル トン (ダーウィンの従兄弟)や相関係

数を創作した K.ピ アソンにまでさかのぼる (フ ィッ

シャ_4))。 1930年 代にサース トンが知能の多因子

説を提唱した。その根拠となったのは,知能検査測

定結果の因子分析であった.こ れが,その後の多変

量解析の発展に大きく寄与したと考えられる。同じ

ころ,経済学の領域で重回帰分析を中心とした計量

経済学が始まり,多 くの行動科学分野で多変量解析

が普及していった。その普及を助けたのがコンピュー

タの進歩である。コンピュータが発達する初期のこ

ろ,単純で素早 く多変量の関連を考察できる便法と

して登場したものの一つに,こ こで紹介するマッキッ

テイーの方法がある。この方法論は,そ の後のコン

ピュータや多変量解析法の目覚ましい発展の中で埋

もれてしまったが,多変量の大まかな関連を見通す

方法として再評価される価値があると考えられる.

マッキッティーの原法57)

数項目あるいはそれ以上の項目測定値間の関連を

示す係数 (相関係数,各種の連関係数,距離など
,

なおマッキッティーはピアソンの相関係数で例示し

ている)の行列 (項 目数を kと すると,k× kの行

列)が計算されているとする。以下ここでは,相関

行列,その要素を相関係数ということにする。対角

行列には同じ測定値間の相関係数が入るので1.0に

なっている。そこを空白としておき,各列 (縦 に調

べて)の絶対値の最大の箇所に印をつける。全列の

作業が終わったら,その各列の最大値の中の最大値

を深す。その 2つの項目を図に描き,線で結ぶ.そ
の最大値の項目の行 (横に調べて)で先に印をつけ

た項目を探す。もし,印をつけた項目があったら,

図に加え, もとになった項目と線で結ぶ。この作業

を繰 り返し,すべての項目が図に描かれたら終了す

る。項目が一塊 りになるとは限らない。最初の作業

で終了したら,残った項目があるときは,その中で

最大値を探し,先の順で繰 り返す。

燃え尽き症候群の17質問項目を例に説明する。相

関行列を表IV-7に示す。各列の最大相関係数は,

Qlが0.525で ある。同様に全列 を調べ,印 をつけ

る.その中で最大の組み合わせは,Q5と Q10の0.640

である。Q5と Q10の変数を図に描き線で結が,次

表V-7 燃え尽き症候群の各質問項目間の相関行列

QW-l QⅥ -2 Qlrt-3 QW-4 QⅥ -5 Q vrt-6 Qhrt-7 QW-8 QW-9 QⅥ -10

QW 1    0 123 工404 0321 0431 0525 0264 2ソ フジー0324 0392

QW-20123     0203 0304 0078 0133 0097 0136 0207 0151

QⅥ -32イク 0203     01250434 0407 0312 0426 01340423

QW-4-0321 23物 -0125     -0138-0217-0068-0105 0387 -0117

QⅥ -5 0431 0078 ″4招 -0138     ,528 0298 0426 -0190 は640

QⅥ 6はお 10133 0407 0217 2フ ♂    0261 0461 0244 ′″″

QⅥ 7 0 264 0 097 0312 -0068 0293 0261     0424 0045 03コ 5

QW Sは 493は 136は 426は 1い は426は 461はあ 1  0w9は 481

QⅥ -9-0324 0207 -0134 0387 -0190-0244-0045 0179     0146

QⅥ -100392 0151 0423 0117 01640 0479 0315 0481 -0146

QⅥ-110330 0079 0394 -0164 0363 0466 0229 0319 -0166 0459

QW-120417 0249 0393 -0077 0266 0321 0320 0420 0251 0338

QW-1302930275 01559.輝8 0196 0315 0046 0139は
"0 0128

QⅥ -140411 0049 0291 -0268 0355 0.562. 0150 0321 0215 0420

QW-15-0306 0,329 -0189 ,テクZ-0184-0219-0068-0161 2カ ソー0090

QⅥ -160490 0255 0395 0079 0330 0425 ,ソ″ 0.的9 0252 0378

QⅥ -17-0102 0288 0029 0386 0013-0079 0077 -0004 0430 -0013

表Ⅳ―フ (つづき)

QⅥ -1l QⅥ -12 Qll-13 QhfI-14 QW-15 QⅥ -16 QV-17

注 t着色はダ」の最大相関係数 (絶対値),斜体の数値は第 2最大相関係数 (絶対値 )

に Q5の行から最大相関係数を探す。この行には印

をつけたものが見つからない.Q10の行からも同様

に探すが見つからない。そこで第 1ク ラスターは終

了する。図Ⅳ-2で項目間の連結線が実線で結合 し

ているのが原法によるクラスターである。次に大き

い最大相関係数は,Q9と Q13の 0.590で ある。Q
9の行からは Q17が,Q13の行からは Q4と Q15が

結ばれる。Q15で はさらにQ2が結ばれる。これが

第 2ク ラスターである。次にQ12と Q16の 0.587を

図に描き,Q16に はQ8,そ の先にQ7が ,結ばれ

る.こ れが第 3ク ラスターである。次に Q6と Q14
の0。 562を 図に対 き,Q6か らはQl,Q3,Qllが
結ばれる。以上で全変数が結合し,四つのクラスター
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個人的達成感

図V-2 燃え尽き症候群の各質問項目間の連結図

(実線はマッキッティー原法,点線は準

マッキッティー法で追加された連結)

が図示された。前述の因子分析での「個人的達成感」

が第 2ク ラスター,「情緒的消耗感」が第 3ク ラス

ターになる。第 1ク ラスターと第 4ク ラスターで

「脱人格化」になるが,第 1ク ラスターのQ5と Q
10の質問文を読むと,両質問とも同僚や利用者との

人間関係を好ましく思っていない内容であり,他の

4項 目とは多少相違がある。

準マッキッティー法によるクラスター

マッキッテイー法の欠点として各列で最大の相関

係数1個 しか使われていないので,わずかな差であっ

ても第 2最大の相関係数の情報は失われる.そこで

各列から第 2最大の相関係数にも印をつけて,上記

と同様な作業で最初のクラスターの項目に線を追加

する。

前述の燃え尽き症候群の例では,Qlの行を探す

と,Q8が第 2最大相関係数として印がついている

ので図上でQlと Q8に結合の線を加える.Q2の
行には見つからない。Q3の行ではQlが見つかる

が,すでに原法で線が引かれているのでそのままに

する。Q4の行ではQ2と Q17に 第 2最大相関係数

の印が見つかるので,図上で線を加える。このよう

にしてすべての変数を調べると,原法での第 2ク ラ

スターがそのまま残り,第 1,第 3,第 4が合体し

て大きなクラスターを形成している (図 Ⅳ-2).

この図では準マッキッテイー法による連結を″点線で

示した。この図のQlに注目すると原法では「脱人

格化」のクラスターに属していたが,第 2最大相関

係数を追加した図では,「情緒的消耗感」との間に

結合が見られる。因子分析でQlの 因子負荷量が

「情緒的消耗感」と「脱人格化」の両者に分かれて

いることと符合している。

23項 目の場合は図Ⅳ-1に示すとおり,すべてが

一塊 りのクラスターになってしまった。これはマッ

キッテイーが最初に意図していた因子分析の因子や

クラスター分析のクラスターのような縮約された姿

にはならない。しかし,多数の項目の関連を一望す

ることができて,解釈が不安定になりやすい多変量

解析の最初の手がかりとしては有力な情報を与えて

くれる。

準マッキッティー法の長所と短所

この方法の長所は,相関行列という数値の羅列か

ら簡便な方法で変数間の関連図が描けるところにあ

る。前述のとおり,因子分析の結果とも符合すると

ころが多 く,高次なコンピュータ・プログラムを使

用しないでも,変数全体の関連イメージが整理でき,

思考の助けになる点を挙げることができよう。

この方法の筒便さは長所とも,ま た短所ともいえ

る。近年,統計的因呆推論についての議論が盛んに

なっている。構造方程式モデリングで見た日に美し

い図が描けるようになったが,因果関係の推論は単

純ではない。この準マッキッテイー法では因果関連

までは言及できない。

因果推論を行う場合,因果の方向 (どちらが原因

か結果か)と いうPr38題 と,方向が既知の状況では,

その大きさをいかに正確に測定するかという二つの

問題がある。構造方程式モデリング (SEM,共分

散構造分析)では,独立変数と従属変数 (重回帰分

析 と同様),さ らに潜在変数 (因子分析の囚子 と同

種),誤差変数などを最初に仮定 してモデルを設定

するが,現実には因果の方向性が不明の場合が多い。

その計算の基本は,相関係数であるが,相関係数は

単に関連の強さを数量化 しているに過ぎない。パー

ル8)が解説するように統計的概念と因果的概念とは,

別個のものであり,統計パラメータを用いて因果パ

ラメータを識別することはできない。SEMで変数

間の線に方向性を与えることは,因果的説明が前提

にあることになり,安易にSEMでモデルを構築す

ることには限界がある。また, どのような変数を選

択するか,研究者の恣意で関連の方向性を決めるこ

とや,その変数の誤差の大きさや誤差の非独立性な

どで,計算結果が様々に変わる。特にコンピュータ

の普及で闇雲に変数を組み入れて試行錯誤を繰り返

すうちに自己の都合のよい結果で満足する危うさも

指摘されているところである。その点,本法は単純

に関連を示すだけで,どのようなモデルを組み立て

るかという最初の思考の入日として適した方法であ

ると考えられる。

しかし,単純であるだけにバイアスや交絡要因の
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存在には十分注意を払う必要がある。例えば,図Ⅳ
-1では,「抑うつ」と「CES― D」 との相関係数は

0.76と 高いが,こ れは同じ質問文が両者に含まれて

いるので当然高い数値が得られたわけである。この

変数群からCED―Dを除けば図も少しの変更が起き

る。これは多変量解析においては選択した変数でモ

デルが決まってしまうという共通の問題点でもある。

もう一度強調するが,こ の方法では関連の方向性

については論じることができない。因果の方向 (矢

線)がない無向グラフ (こ れはマルコフ・ネットヮー

クとも呼ばれる)に属する。さらに因呆的関連を探

るためには,グ ラフイカルモデリング9,1の で少数

の変数を切 り取って現実との整合性に注意しながら

変数間の関係を検討するべきであろう。いずれにし

ても多変量解析の利用には慎重な研究態度が望まれ

る.

(IVの文責 :三宅浩次 )
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